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研究情報

次代のユズ産地を維持する生産安定技術の実証確立
常緑栽培育種担当 山本浩史

はじめに１．

ユズは、中山間地域を中心に358ｈａ栽培され、

生産量は3,220ｔと全国第二位の生産を誇り、中

山間地域の重要な品目となっている。しかし、

隔年結果性が強く生産量が不安定であることか

ら、隔年結果防止技術の開発が求められている。

また、産地としての歴史は古く、老木化が進

み、樹勢、収量が低下している。そのため、計

画的に改植を行い、園地の若返りを図ることが

必要があるが、改埴後の未収益期間を短くする

早期成園化が課題となっている。

２．枝別隔年交互着果法による生産安定

効果が確認されている枝別全摘果法に加え、

同じ時期に樹の半分に当たる主枝の発育枝を切

り返す枝別せん定を行い、全摘果区・対照区と

比較した。

枝別摘果では、補正摘果を行うことが必要で

あるが収量変動を少なくすることができた。枝

別摘果が枝別せん定より収量変動の効果が優れ

た。また、樹別全摘果により園全体で収量を安

定させること等が明らかになった(表１．図１)｡

なお、7月上旬頃までに夏季せん定行うと、翌

年の母枝が確保されると考えられる。

３．早期成園化のためのユズの大苗育苗

１年生ユズ苗木（山根、カラタチ台）を育苗



- 2 -

容器、培土の種類を変えて育成し、その一部を

定植し、生育量を調査した。植え付け１年後の

生育は、ポリポットに植えると直接ほ場に定植

した苗木より樹幹容積が大きくなり、培土では

パーライト区が優れた(表２)｡

植え付け２年後の生育でもパーライト区が優

れ、Ｔ－Ｒ率についてはユズ搾りかす炭化物≧

パーライト＞籾殻の順となり、いずれの区もま

さ土（ﾎﾟｯﾄⅠ）と比べ樹体生育が優れた(表３)｡

容器の違いによる生育の差は認められなかっ

たことから、育苗容器として経費のかからない

肥料袋の使用でも十分である。しかし、20Ｌの

ポット育苗では根巻き等を考慮すると１年が限

界である。

表１．枝別隔年交互着果法による年次別収量

2004年(H16） 2005年(H17） 2006年(H18） 2007年(H19） 平 均

区 収 量 果数 一果重 収 量 果数 一果重 収 量 果数 一果重 収 量 果数 一果重 収 量

kg 果 g kg 果 g kg 果 g kg 果 g ㎏

枝別摘果 15.38 102 152 22.20 206 111 14.91 127 117 17.42 157 115 17.48

枝別せん定13.03 90 144 8.02 65 123 22.34 200 112 14.40 122 159 14.45

全摘果 0 0 0 31.42 291 107 0.88 6 147 31.77 301 107 16.02

対 照 18.29 116 153 34.23 276 126 13.85 101 137 31.36 302 105 24.43

図１．収量変動への効果

表２.苗木の生育への効果(植付け１年後） 表３．培土及び容器の違いがユズの樹体生育に及ぼす影響

処 理 区 樹 幹 （植付け２年後、2007年2月16日調査）

倍 土 容 器 容 積 処 理 区 生体重

m 培 土 容 器 地上部 地下部 Ｔ－Ｒ率3

ﾊﾟｰﾗｲﾄ ﾎﾟｯﾄⅠ 0.152 まさ土 ﾎﾟｯﾄⅠ 425 360 1.18

ﾊﾞｰｸ堆肥 ﾎﾟｯﾄⅡ 0.181 ﾊﾞｰｸ堆肥 ﾎﾟｯﾄⅡ 340 290 1.17

山土 肥料袋 0.169 ﾊﾟｰﾗｲﾄ 肥料袋 340 275 1.24

平 均 0.168 平 均 368 308 1.19

籾殻 ﾎﾟｯﾄⅠ 0.122 まさ土 ﾎﾟｯﾄⅠ 305 285 1.17

ﾊﾞｰｸ堆肥 ﾎﾟｯﾄⅡ 0.149 ﾊﾞｰｸ堆肥 ﾎﾟｯﾄⅡ 280 260 1.08

山土 肥料袋 0.136 籾殻 肥料袋 295 280 1.05

平 均 0.136 平 均 293 275 1.07

炭化ﾕｽﾞ ﾎﾟｯﾄⅠ 0.134 まさ土 ﾎﾟｯﾄⅠ 365 365 1.00

ﾊﾞｰｸ堆肥 ﾎﾟｯﾄⅡ 0.130 ﾊﾞｰｸ堆肥 ﾎﾟｯﾄⅡ 360 345 1.04

山土 肥料袋 0.142 ﾕｽﾞ炭化物 肥料袋 350 195 1.78

平 均 0.136 平 均 358 302 1.19

山土 ﾎﾟｯﾄⅠ 0.126 まさ土 ﾎﾟｯﾄⅠ 190 220 0.86

ほ場 － 0.091
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傾斜地果樹園における簡易な堆肥施用技術の開発
生産環境担当 谷 博

はじめに１．

堆肥等有機物の施用は、地力や保肥力の向上

など土壌改良効果が認められている。しかし、

生産者の高齢化や重労働のため傾斜地での堆肥

の施用は容易ではない。

そこで、傾斜地果樹園における堆肥の簡易施

用技術として、堆肥散布機の開発、堆肥の包装

化、堆肥の成形化技術を開発したので紹介する。

２．堆肥散布機による省力的、効率的散布

①市販の堆肥散布機を改良することにより、

今まで無かった横飛びの機械に改造し、軽い堆

肥から水分の多い重く粘性がある堆肥まで飛ば

せるようになった(写真1)。②散布距離は最長4.

5m程度であり、散布量は機械の横から2.5m付近

で最大となった。③クローラ式乗用型運搬車に

搭載することで、傾斜地果樹園での散布が容易

になった。

３．堆肥の包装化

①堆肥の包装化に適した易分解性袋（保存中

は分解せず、ほ場で速やかに分解するもの）を

検討した結果、袋詰め、室内保存性が良いと園

地での袋の分解が遅れる傾向にあった(表１)｡

②包装化することにより、ほ場への施用作業性

は非常に向上した、ほ場での崩壊性の良い資材

を用いれば、堆肥中への根の伸長がみられ(写真

2)、一般のばら状堆肥に近い効果が期待できる

と考えられた。③袋詰めに要する費用は、市販

堆肥袋に比べ割高となった。

４．堆肥の成形化

①堆肥の固形化には、固形化剤として市販の

でんぷんのりが使用でき、混合割合は、堆肥５

kgに対しでんぷんのり500ｇが適当であった(図

1)｡ ②ほ場への施用作業性は良く、施用後約３

カ月後から崩壊がみられ、効果が現れだした(写

真3)。③堆肥500kgを成形するのに必要なでんぷ

んのりの費用は１万7000円程度である。

５．成果の活用と今後の課題

堆肥散布機、堆肥の包装化、成形化の技術は

ほぼ確立された。実用化されると、堆肥を省力

的、効率的に施用でき、果樹園の土づくりが簡

易に行えるようになる。

実用化に向けては、機械メーカーの協力の取

り付け、易分解性袋入り堆肥や成形堆肥の作成

コストの低減等今後更に検討が必要である。

写真２ 袋詰め堆肥への根張り

写真１ 試作機と堆肥散布の様子 (施用128日目、スダチ）

表１　易分解性袋（PBSA原料、澱粉原料）と市販堆肥袋のコスト、作業性等の比較

袋単価
（円/
枚）

袋当た
り堆肥
量(kg)

500kg施用
に必要な
袋の費用
（円）

左の
指数

機械（半自動）
による袋詰め

作業

機械（半自
動）による
シール作業

園地への施用
園地での
施用効果

屋内保存性

市販堆肥袋
（塩ビ） 40＊ 15 1333 100 ○ ○ ○ ○ ○

PBSA原料袋
（30ﾐｸﾛﾝ） 20＊＊ 5 2000 150 ○ ×

◎
（袋で施用でき
非常に良い）

○
（20日程
度遅れ
る）

▲
２週間程度

まで

澱粉原料
（80ﾐｸﾛﾝ） 50

＊＊＊ 10 2500 188 ○
○

（手を添える必
要があり）

◎
（袋で施用でき
非常に良い）

×
○

（５か月ま
で調査）

＊袋への文字印刷代金含む
＊＊同サイズの生分解性袋の値段に基づいた仮りの値段
＊＊＊袋のみの値段、文字印刷代金含まない
PBSA：ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｻｸｼﾈｰﾄｱｼﾞﾍﾟｰﾄ

作業性
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************************** *************************平成20年度新規課題紹介

平成20年度からスタートする課題は下記の１課題。

課 題 名 ハウススダチの根域環境および地上部管理改善による生産性の向上(H20～22)

研究の概要 近年、ハウススダチでは収量の不安定や低下が大きな問題となっている。この原因の一
つとして、生産現場における土づくりの不足が挙げられ、細根量の減少、根の活性の著し
い低下が要因と考えられる。地上部の管理だけではなく、根域の管理を重点的に改善し、
収量を安定させる方法について現地の実態調査及び改善試験の実施により根域管理に着目
した収量安定生産技術の確立する。
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図１　成形堆肥の作成手順、コスト試算

注１）堆肥５kgに対してでんぷんのり 500ｇの割合で混合
注２）成形枠の大きさは、成形時の作業性の面から堆肥約５kg程度が入る大きさが良い
注３）５kgの堆肥を成形した場合、自然乾燥により重さは 2.5kg前後にまで軽くなる。

コストコストコストコスト試算試算試算試算：：：：堆肥 堆肥 堆肥 堆肥 500500500500kgkgkgkgをををを成形成形成形成形するためにするためにするためにするために必要必要必要必要なでんぷんのりのなでんぷんのりのなでんぷんのりのなでんぷんのりの費用費用費用費用はははは、、、、１１１１万万万万7000700070007000円程度円程度円程度円程度。。。。


